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　神体山と
仰がれてき
た多度山の
麓に鎮座す
る多度大社。
しあわせを
運ぶ神の馬
「白馬伝説」
が伝わる馬
と関わりが
深い神社で
す。上げ馬

神事は、例祭・多度祭で行われる奉納行
事。人馬一体となり、境内にある上げ坂を
駆け上がる躍動的な祭りです。南北朝時
代を起源とし、戦国時代に約40年間中断
しましたが、江戸時代に再開。現在も御厨
と呼ばれる上げ馬神事を奉納する地区に
よって奉仕され、時代に合った形を模索し
ながら現代まで受け継がれています。

三重の祭り
国指定・選択／県指定・選択

多度大社の上げ馬神事
（桑名市多度町多度）
【開催日】5月4・5日

問 多度大社
TEL 0594 - 48- 2037

　創建658年、「伊賀の一宮」として知ら
れる古社・伊賀一之宮 敢國神社。例大
祭では、厄よけや五穀豊穣などを願って
獅子神楽が奉納されます。武将・藤堂高
虎が年頭の祝儀として舞わせていたと
も伝わり、江戸期に津藩・藤堂家の統治
によって形が整えられました。かつては
伊賀全域を巡回し、各地で舞われる獅子
神楽の原型にもなっています。赤いシャ
グマ（毛）を頭全体に被った二頭の獅子
が笛太鼓の緩調子にのって「広前」「剣
の舞」「鼻高」など７つの舞を披露します。 

敢國神社の獅子舞
（伊賀市市一之宮）
【開催日】1月3日、4月17日、12月5日

問 伊賀一之宮 敢國神社
TEL 0595- 23 - 3061
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※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

1

特 集

時
ご
ろ
ま
で
。
先
頭
車
両
か
ら
２
両
目
が
利

用
可
能
）を
実
施
。
ま
た
、７
駅
で
は
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ト
ッ
ト
ン
、ゴ
ト
ッ
ト
ン
と
心
地
よ
い
リ

ズ
ム
に
揺
ら
れ
て
い
る
と
、い
つ
の
間
に
か
県

境
を
越
え
て
岐
阜
県
へ
。
終
点
の「
揖
斐
」駅

ま
で
の
距
離
は
、57・５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

平
成
31（
２
０
１
９
）年
に
は
全
線
開
通
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
現
在
、運
行
は『
養
老
鉄
道
株
式
会
社
』が

行
っ
て
い
ま
す
が
、鉄
道
施
設
や
車
両
の
保
守

管
理
費
用
を
負
担
し
て
い
る
の
は
、沿
線
の
７

市
町
で
設
立
さ
れ

た『
一
般
社
団
法

人 

養
老
線
管
理

機
構
』で
す
」と
教

え
て
く
れ
る
の
は
、

「
養
老
鉄
道
株
式

会
社
」鉄
道
営
業

部
総
務
企
画
課
の

　
養
老
山
地
が
雪
化
粧
し
た
こ
ろ
、「
桑
名
」駅

で
養
老
線
に
乗
り
込
み
、の
ど
か
な
風
景
を
眺

め
て
い
る
と
、自
転
車
を
持
ち
込
ん
だ
ま
ま
乗

車
す
る
人
を
見
か
け
ま
し
た
。
沿
線
に
は「
上

げ
馬
神
事
」で
名
高
い
多
度
大
社
や「
養
老
公

園
」な
ど
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
適
し
た
観
光
名

所
も
多
い
こ
と
か
ら
、無
料
で
自
転
車
を
乗
せ

る
こ
と
が
で
き
る

「
サ
イ
ク
ル
ト
レ

イ
ン
」（
土
・
休
日

は
終
日
、平
日
は

９
時
ご
ろ
か
ら
15

小
林 

峰
生
チ
ー
フ
営

業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
高

田 

ゆ
う
子
さ
ん
で
す
。

お
二
人
か
ら
は
、同
社

が
実
施
し
て
い
る
企
画

列
車
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
と
伺
い
ま
し
た
が
、

中
で
も
人
気
な
の
は

「
枡
酒
列
車
」と
の
こ
と
。
自
然
豊
か
で
水
が

き
れ
い
な
沿
線
に
は
酒
蔵
も
多
く
、大
垣
特
産

の
木
枡
で
日
本
酒
が
味
わ
え
る
同
列
車
が
評

判
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、夏
季
に
は

地
ビ
ー
ル
や
冷
酒
が
堪
能
で
き
る「
地
ビ
ー
ル

列
車
」や「
冷
酒
列
車
」も
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｗ
も
間
近
と
な
り
、本
年
も
本
格
的
な
行

楽
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
。
多
度
を
は
じ
め
と
し

て
養
老
や
揖
斐
川
町
方
面
へ
の
観
光
に
は
、渋

滞
が
な
く
駐
車
場
探
し
の
苦
労
も
し
な
く
て

す
む
、養
老
鉄
道
が
お
す
す
め
で
す
。

　

地
域
鉄
道
と
は
、新
幹
線
や
在
来
幹

線
、都
市
鉄
道
以
外
の
鉄
軌
道
路
線
の

こ
と
で
、
一
般
的
に
は〝
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
〞

と
も
称
さ
れ
ま
す
。国
土
交
通
省
に
よ
れ

ば
、令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
の
地
域
鉄

道
事
業
者
は
98
社
で
、そ
の
う
ち
三
重
県

内
を
走
る
路
線
を
運
行
す
る
の
は
５
社

と
な
って
い
ま
す
。

　

今
回
は
、地
域
住
民
の
通
学
や
通
勤

な
ど
の
足
と
し
て
欠
か
せ
な
い
、地
域
鉄

道
の
各
路
線
を
ご
紹
介
し
ま
す
。時
に
は

地
域
鉄
道
に
揺
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

　

地
域
鉄
道
と
は
、新
幹
線
や
在
来
幹

線
、都
市
鉄
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外
の
鉄
軌
道
路
線
の

こ
と
で
、
一
般
的
に
は〝
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
〞

と
も
称
さ
れ
ま
す
。国
土
交
通
省
に
よ
れ

ば
、令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
の
地
域
鉄

道
事
業
者
は
98
社
で
、そ
の
う
ち
三
重
県

内
を
走
る
路
線
を
運
行
す
る
の
は
５
社

と
な
って
い
ま
す
。

　

今
回
は
、地
域
住
民
の
通
学
や
通
勤

な
ど
の
足
と
し
て
欠
か
せ
な
い
、地
域
鉄

道
の
各
路
線
を
ご
紹
介
し
ま
す
。時
に
は

地
域
鉄
道
に
揺
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

各
地
域
鉄
道
の
運
行
時
間
や
運
賃
な
ど
に
は
違
い
が

あ
り
、状
況
に
応
じ
て
運
行
休
止
・
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、各
鉄
道
に
関
連
す
る
企
画・イ
ベ
ン

ト
お
よ
び
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
に
つ
い
て
は
、実
施
期
間
、

受
け
入
れ
方
法
や
人
数
、料
金
な
ど
に
違
い
が
あ
り
、

状
況
に
応
じ
て
休
止
・
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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各
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運
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運
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応
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休
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す
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あ
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ま
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た
、各
鉄
道
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関
連
す
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企
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ベ
ン
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グ
ッ
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販
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な
ど
に
つ
い
て
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施
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受
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入
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方
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前
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ず
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確
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。
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日本酒とおつまみ弁当

「枡酒列車」

養老山地を背景に、力強く走る養老線

「サイクルトレイン」

高田  ゆう子さん 小林  峰生さん
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０
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時
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き
ど
う

き
ど
う

い

び

み
ね
お

ま
す
ざ
け

「西大垣」駅構内



　
令
和
３
年
に
開

業
90
周
年
を
迎
え

た「
三
岐
鉄
道
株

式
会
社
」は
、現
在
、

三
岐
線
と
北
勢
線

の
２
路
線
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、三
岐
線

の
旅
は「
近
鉄
富

田
」駅
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
３
番
線

ホ
ー
ム
か
ら
発
車

し
た
途
端
、ゴ
ト

ン
ッ
、ゴ
ト
ン
ッ

と
い
う
音
と
と
も

に
、学
生
た
ち
の

元
気
で
明
る
い
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

近
く
に
高
等
学
校

が
あ
り
、通
学
の

足
と
し
て
重
宝
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

し
ば
ら
く
の
間
、

車
窓
か
ら
見
え
る
の
は
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が

中
心
で
す
が
、や
が
て
田
園
風
景
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、山
並
み
も
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　
同
駅
か
ら
終
点
の「
西
藤
原
」駅
ま
で
の
距

離
は
27・６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
所
要
時
間
は
50
分

程
度
で
す
が
、途
中
で「
い
な
べ
市
大
安
図
書

館
」が
併
設
さ
れ
て
い
る「
大
安
」駅
や
、「
貨
物

鉄
道
博
物
館
」が
傍
ら
に
建
つ「
丹
生
川
」駅
な

ど
に
加
え
て
、「
東
藤
原
」駅
通
過
後
に
は「
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
藤
原
工
場
」の
迫
力

あ
る
施
設
を
間
近
に
す
る
こ
と
も
で
き
、充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
「
三
岐
線
は
、藤
原
岳
か
ら
算
出
す
る
石
灰

岩
を
原
料
と
し
た
セ
メ
ン
ト
輸
送
が
設
立
目

的
の
一
つ
で
し
た
」と
話
す
の
は
、「
三
岐
鉄
道

株
式
会
社
」総
務
部
総
務
課
の
日
紫
喜 

茂
係

長
で
す
。
日
紫
喜
さ
ん
か
ら
は
、同
一
の
貨
物

で
往
路
と
復
路
で
異
な
る
荷
物
を
運
ぶ
な
ど
、

地
球
環
境
に
優
し

い
輸
送
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
教
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、

曜
日
に
よ
っ
て
利

用
可
能
な
駅
は
異
な
り
ま
す
が
、無
料
で
自
転

車
を
持
ち
込
め
る「
サ
イ
ク
ル
パ
ス
」も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、北
勢
線
に
乗
車
す
る
た
め
に「
西
桑

名
」駅
に
向
か
う
と
、小
さ
な
車
両
に
目
を
奪

わ
れ
ま
し
た
。
車
内
で
向
か
い
合
わ
せ
に
座

る
人
と
の
距
離
が
近
い
の
を
実
感
し
ま
す
。

同
線
は
、線
路
幅
の
狭
い
簡
易
な
規
格
で
建
設

さ
れ
た
軽
便
鉄
道
と
し
て
誕
生
し
た
た
め
、

レ
ー
ル
間
隔
は
わ
ず
か
７
６
２
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
。Ｊ
Ｒ
在
来
線
の
１
０
６
７
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

よ
り
狭
い（
ナ
ロ
ー
）た
め
、「
ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
」

と
称
さ
れ
ま
す
。
現
在
、ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
は
国

野
菜
な
ど
を
お
値
打
ち
に
販
売
す
る「
ふ
れ
あ

い
の
駅
う
り
ぼ
う
」が
併
設
さ
れ
た「
大
泉
」駅

な
ど
、個
性
的
な
駅
も
あ
り
ま
す
。終
点
の「
阿

下
喜
」駅
の
す
ぐ
隣
に
は「
軽
便
鉄
道
博
物
館
」

（
第
１・３
日
曜
日
開
館
。入
館
無
料
）が
あ
り
、

開
館
日
の
こ
の
日
は
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
２
路
線
の
沿
線
に
は
、名
所・旧
跡
も
数
多

く
存
在
し
ま
す
。
春
風
に
誘
わ
れ
て
三
岐
鉄

道
の
旅
を
満
喫
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

内
に
３
路
線
の
み
と
な
り
、北
勢
線
も
一
時
は

廃
線
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
沿
線
住
民

や
地
元
自
治
体
か
ら
の
強
い
要
望
に
応
え
、

「
三
岐
鉄
道
株
式
会
社
」が
運
行
し
て
い
ま
す
。

平
成
26（
２
０
１
４
）年
に
は
開
業
１
０
０
周
年

を
迎
え
、季
節
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
積
極
的
に
実

施
。
た
と
え
ば
11
月
中
旬
か
ら
12
月
25
日
ま

で
の
期
間
は
、ク
リ
ス
マ
ス
仕
様
に
ラ
ッ
ピ

ン
グ
さ
れ
た「
ク
リ
ス
マ
ス
ト
レ
イ
ン
」が
走

り
ま
す
。

　
総
距
離
20・４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
北
勢
線
の

車
窓
か
ら
は
、の
ど
か
な
田
園
風
景
の
先
に
連

な
る
鈴
鹿
山
脈
を
一
望
で
き
る
ほ
か
、地
元
産

4 3

桜満開のころの三岐線「伊勢治田（はった）」駅

日紫喜 茂さん

【
四
日
市
市
富
田
】

【
四
日
市
市
富
田
】

二
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る

二
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脚
で
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域
住
民
の
暮
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る

三
岐
鉄
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三
岐
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三
岐
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三
岐
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北
勢
線

※

麦畑の中を縫うように走る三岐線※

地域の資源を運搬する貨物列車※

地域住民にも鉄道ファンにも愛される北勢線※

「クリスマストレイン」※

「三岐鉄道株式会社」本社

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
三
岐
鉄
道
株
式
会
社
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９ ‒ 

３
６
４ ‒ 

２
１
４
１

お
問
い
合
わ
せ

ぎ

さ
ん

ぎ

さ
ん

に
ゅ
う
が
わ

し

け
い
べ
ん

あ

き

げ

ひ

き



　
三
岐
鉄
道
三
岐

線
に
ガ
タ
ン
ゴ
ト

ン
と
揺
ら
れ「
丹

生
川
」駅
に
降
り

立
つ
と
、駅
舎
隣

の
広
場
に
は
、大

勢
の
人
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。こ

の
日
は
一
か
月
に

一
度
の「
貨
物
鉄

道
博
物
館
」の
開

館
日
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
が
何
台
も
並

び
、子
ど
も
連
れ

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

中
高
生
ら
し
い
若

者
た
ち
な
ど
の
鉄

道
フ
ァ
ン
が
三
々

五
々
楽
し
気
に
語

ら
っ
て
、
お
祭
り

の
よ
う
に
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。

　
か
わ
い
い
貨
物

車
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
建
物
の
中
に
は
、

貨
物
鉄
道
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
の
ほ

か
、鉄
道
模
型
が
走
っ
て
い
る
ジ
オ
ラ
マ
や

グ
ッ
ズ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、昔
懐
か
し
い
木
の

ベ
ン
チ
が
並
ぶ
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が

あ
り
、こ
ち
ら
も
盛
況
。
外
の
線
路
際
に
は
、

蒸
気
機
関
車
や
現
存
す
る
最
古
級
と
い
わ
れ

る
貨
車
の
実
物
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
は
、貨
物
鉄
道
を
対
象
と
す
る
日
本
で

唯
一
の
博
物
館
。
明
治
６（
1
8
7
3
）年
に

は
じ
ま
っ
た
鉄
道
に
よ
る
貨
物
輸
送
の
１
３
０

年
を
記
念
し
て
、平
成
15（
2
0
0
3
）年
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
館
長
の
𠮷
田 

雄
一
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
渡

邉 

宏
光
さ
ん
、新
山 

仁
さ
ん
に
お
話
を
伺
う

と
、「
こ
の
建
物
は
、元
は
隣
接
す
る
三
岐
鉄
道

と
接
続
す
る
貨
物
荷
卸
場
で
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
な
ど
が
一
般
化
す
る
前
は
、多
く
の
生

活
物
資
や
地
産
品
が

鉄
道
で
輸
送
さ
れ
て

お
り
、こ
の
場
所
か

ら
は
主
に
農
業
用
肥

料
が
出
荷
さ
れ
ま
し

た
」と
の
こ
と
で
、壁
に
掛
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
貨
車
の
展
示
を
見
る
と
、現
在
よ
く
見
か

け
る
コ
ン
テ
ナ
型
や
タ
ン
ク
型
の
貨
車
の
ほ

か
、野
菜
用
に
通
気
を
良
く
し
た
貨
車
や
冷
蔵

車
、家
畜
用
な
ど
、載
せ
る
も
の
に
合
わ
せ
て

さ
ま
ざ
ま
な
形
の

貨
車
が
工
夫
さ
れ
、

使
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
模
型
の
列
車
の

横
に
は
、子
ど
も

た
ち
に
説
明
す
る

駅
員
さ
ん
の
服
装

に
身
を
包
ん
だ
男

に
引
退
す
る
ま
で
貨
物
列
車
牽
引
に
活
躍
し

て
き
ま
し
た
」。そ
の
他
、最
近
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
集
め
て
現
役
時
の
姿

に
復
元
さ
れ
た
貨
車「
テ
ワ
1
型
1
号
」な
ど
、

い
ず
れ
も
日
本
の
発
展
を
さ
さ
え
て
、力
強
く

走
っ
て
き
た
機
関
車
や
貨
物
車
の
現
物
が
並

ん
で
い
ま
す
。

　
時
折
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
大
人
気
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

性
た
ち
。「
現
在
の
運
営
は
、す
べ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
と
寄
付
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。制
服
姿
の
人
た
ち
も
、私
た
ち
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
、服
や
模
型
も
私
物
な

の
で
す
よ
」。

　
入
り
口
横
に
は
、黒
い
蒸
気
機
関

車
が
ど
っ
し
り
と
存
在
感
を
示
し
て

い
ま
す
。「
こ
れ
は
日
本
鉄
道
が
発

注
し
た
蒸
気
機
関
車
で
、
明
治
31

（
１
８
９
８
）年
英
国
の
シ
ャ
ー
プ
ス

チ
ュ
ワ
ー
ト
製
。
明
治
39（
１
９
０

６
）年
に
国
有
化
さ
れ
、
大
正
11（
１

９
２
２
）年
に
東
武
鉄
道
Ｂ
４
形
39

号
と
な
り
、昭
和
41（
１
９
６
６
）年
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明治から昭和まで活躍した英国製のB4型39号蒸気機関車

館長の𠮷田 雄一さん

【
い
な
べ
市
大
安
町
】

【
い
な
べ
市
大
安
町
】

鉄
道
少
年
の
夢
を
は
ぐ
く
む

鉄
道
少
年
の
夢
を
は
ぐ
く
む

特
定
非
営
利
活
動
法
人

貨
物
鉄
道
博
物
館 

特
定
非
営
利
活
動
法
人

貨
物
鉄
道
博
物
館 

横溝 英一氏のイラストが楽しい外観

鉄道が大好きなボランティアスタッフたち館内には多彩な展示も

模型スペースの周りには少年が集まる

機関車に乗り込んで鉄道員になりきる

「テワ1型1号」など貨車も多数

ひ
ろ
み
つ

ひ
と
し

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

貨
物
鉄
道
博
物
館
」事
務
局

（
三
岐
鉄
道
株
式
会
社
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９ ‒ 

３
６
４ ‒ 

２
１
４
１

お
問
い
合
わ
せ



　
ゴ
ト
ゴ
ト
と
心
地
よ
く

響
く
、独
特
の
体
感
と
走

行
音
。
全
席
窓
側
で
車
窓

か
ら
の
景
色
を
楽
し
め
る

「一人
掛
け
シ
ー
ト
」や
、子

ど
も
が
握
り
や
す
い
高
さ

に
設
置
さ
れ
て
い
る
、双
方

利
用
が
可
能
な「
ハ
ー
ト
型

の
持
ち
手
」な
ど
、乗
客
へ

の
細
か
な
気
配
り
が
随
所

に
み
ら
れ
る
車
内
…
。
現

役
の
鉄
道
で
は
全
国
で
３

事
業
者
の
み
に
な
っ
た
、貴

重
な
ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ（
線
路

幅
が
7
6
2
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
）の
特
殊
狭
軌
が
特
長

で
あ
る「
四
日
市
あ
す
な
ろ

う
鉄
道
」。
四
日
市
市
の

〝
市
民
の
足
〞と
し
て
１
１

０
年
以
上
の
歴
史
を
紡
い

で
い
ま
す
。

　
大
正
元（
１
９
１
２
）年
、

軽
便
鉄
道
と
し
て「
日
永
」

駅
か
ら「
八

王
子
村
」駅

（
の
ち
の「
伊

勢
八
王
子
」

駅
）間
で
開

業
。
そ
の
後
、

順
次
区
間
が

広
が
り
、内

部
線
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し

た
。
昭
和
49

（
１
９
７
４
）

年
の
集
中
豪

雨
に
よ
る
天

白
川
の
水
害

に
よ
り「
西

日
野
」駅
か

ら「
伊
勢
八
王
子
」駅
間
が
廃
止
さ
れ
、現
在
の

八
王
子
線（「
日
永
」駅
か
ら「
西
日
野
」駅
間
）

と
、内
部
線（「
あ
す
な
ろ
う
四
日
市
」駅
か
ら

「
内
部
」駅
間
）の
2
路
線
に
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
減
少
な
ど
に
よ
る
廃
線
の
危
機
を
乗

り
越
え
て
、
平
成
27（
２
０
１
５
）年
４
月
に

誕
生
し
た
の
が「
四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道

株
式
会
社
」。
近
鉄
と
四
日
市
市
が
そ
れ
ぞ
れ

出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
で
、公
有
民
営

方
式
に
よ
り
運
営
し
、令
和
７
年
４
月
に
開
業

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。〝
明
日
に
向
かって
進

む
〞と
い
う
未
来
へ
の
希
望
と
、ナ
ロ
ー
ゲ
ー

ジ
に
由
来
し
て
名
付
け
ら
れ
た「
四
日
市
あ
す

な
ろ
う
鉄
道
」は
、生
活
を
さ
さ
え
る
公
共
交

通
の
役
割
を
ベ
ー
ス
に
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
で

利
用
者
増
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
冬
の
期
間

限
定
で
運
行
し
て
い
る「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

列
車
」。
17
時
以
降
の
一
部
営
業
列
車
内
の
天

井
や
窓
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
車
両
カ
ラ
ー
で
装
飾
さ

往
復
運
賃
が
無
料
に
な
る「
高
校
入
試
応
援

キ
ャン
ペ
ー
ン
」な
ど
が
好
評
で
す
。

　
地
域
住
民
や
沿
線
に
通
う
学
生
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
で
あ
り
な
が
ら
、市
の

観
光
資
源
で
も
あ
る「
四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄

道
」。
市
民
と
と
も
に
育
て
て
い
く
鉄
道
と
し

て
、こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
安
全
確
保
と
利
便

性
の
向
上
、四
日
市
市
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

組
み
の
た
め
に
前
進
し
続
け
ま
す
。

れ
、幻
想
的
な
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
す
。
平
成

31（
２
０
１
９
）年
に
導
入
さ
れ
た「
シ
ー
ス
ル
ー

列
車
」は
、床
面
の
一
部
を
透
明
化
す
る
こ
と
で
、

枕
木
、ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
の
車
輪
が
動
く
様
子
や
、

「
日
永
」駅
で
は
、日
本
で
唯
一
の
ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ

分
岐
点
を
上
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、鉄
道

フ
ァ
ン
の
心
を
掴
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
デ

ジ
タ
ル
駅
ス
タ
ン
プ
」や
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
、乗
車

体
験
会
、カ
フェ
列
車
な
ど
、地
域
に
密
着
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベン
ト
が
開
催
さ
れ
、利
用
促
進

だ
け
で
な
く
地
域
活
性
化
の
基
盤
も
担
って
い

ま
す
。
ま
た
、四
日
市
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
の
返
礼
品
と
し
て
行
って
い
る「
1
日
駅
長
体

験
」や「
貸
切
列
車
」、高
校
入
学
試
験
当
日
の
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車体カラーは、四日市市の豊かな自然をイメージした「なろうグリーン（写真）」と「なろうブルー」の２種

【
四
日
市
市
安
島
】

【
四
日
市
市
安
島
】

明
日
に
向
か
っ
て
進
化
し
続
け
る〝
市
民
の
足
〞

明
日
に
向
か
っ
て
進
化
し
続
け
る〝
市
民
の
足
〞

四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道 

内
部
線  
八
王
子
線

四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道 

内
部
線  
八
王
子
線

※

※

※

デザイン性と機能性を兼ね備えた
「ハート型の持ち手」

「日永」駅の「スリーゲージモニュメント」

「イルミネーション列車」車内

「シースルー列車」車内

「1日駅長体験」

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道
株
式
会
社
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９ ‒ 

３
５
１ ‒ 

０
６
８
８

お
問
い
合
わ
せ

四日市あすなろう
鉄道株式会社
鉄道営業部 運輸課
運輸管理所長
長谷川  一樹さん

四日市あすなろう
鉄道株式会社
鉄道営業部 総務企画課
サブチーフ　東 快成
（あずま かいせい）さん

四日市市 都市整備部
都市計画課 副参事
公共交通推進室 室長
藤田 貴（たかし）さん

四日市市 都市整備部
都市計画課
公共交通推進室
杉村 圭亮（けいすけ）さん

＊「
デ
ジ
タ
ル
駅
ス
タ
ン
プ
」は
、株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
企
画
の
登
録
商
標
で
す
。

＊

う
つ

べ

う
つ

べ

や
す
じ
ま

や
す
じ
ま

ひ
な
が



　
田
園
風
景
の
広

が
る
伊
勢
平
野
を

走
る
一
両
の
列
車
。

「
伊
勢
鉄
道
」は
昭

和
62（
１
９
８
７
）

年
に
開
業
し
、来

年
40
周
年
を
迎
え

ま
す
。
国
鉄
の
民

営
化
に
と
も
な
い

廃
止
対
象
路
線
と

な
っ
て
い
た
旧
国

鉄
伊
勢
線
を
引
き

継
ぎ
、三
重
県
を

は
じ
め
と
す
る
自

治
体
と
民
間
企
業

が
出
資
し
て
設
立

さ
れ
た
第
三
セ
ク

タ
ー
の
鉄
道
会
社

で
す
。 

路
線
は

「
河
原
田
」駅
か
ら

「
津
」駅
ま
で
の
22・

3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

河
原
田
と
津
を
合

わ
せ
て
10
の
駅
が
あ
り
、そ
の
区
間
を
約
30
分

で
結
ん
で
い
ま
す
。「
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
南
紀
」

や「
快
速
み
え
」な
ど
J
R
の
長
距
離
列
車
が

乗
り
入
れ
、三
重
県
の
中
南
勢・東
紀
州
地
域

と
名
古
屋
地
域
を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、朝
5
時
台
か

ら
夜
11
時
台
ま
で
運
行
し
、１
日
の
利
用
者
は

約
4
0
0
0
人
。そ
の
多
く
は
沿
線
の
住
民
で
、

通
勤・通
学
に
欠
か
せ
な
い
地
域
に
密
着
し
た

鉄
道
で
す
。一
方
、鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
に
最
も

近
い
鉄
道
の
駅
も
有
し
て
お
り
、Ｆ
１
や
８

耐
の
期
間
中
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
「
伊
勢
鉄
道
」の
魅
力
と
い
え
ば
、ま
ず
は
車

窓
か
ら
の
眺
め
で
す
。
路
線
の
大
半
が
高
架

ま
た
は
盛
り
土
さ
れ
た
区
間
を
走
行
し
て
い

る
た
め
、見
晴
ら
し
が
よ
く
、美
し
い
景
色
が

楽
し
め
ま
す
。
特
に
伊
勢
平
野
に
広
が
る
田

園
風
景
は
、春
は
水
鏡
、初
夏
は
緑
の
絨
毯
、晩

夏
に
は
一
面
の
黄
金
色
…
。
折
々
に
田
植
え

や
稲
刈
り
の
よ
う
す
も
見
ら
れ
、季
節
感
を
味

わ
え
ま
す
。
ま
た
遠
く
に
見
え
る
伊
勢
湾
や

鈴
鹿
の
山
々
、
四
日
市
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
三
重
な
ら
で
は
の
風
景
を
楽

し
め
ま
す
。

　
「
伊
勢
鉄
道
」は
、非
電
化
の
路
線
の
た
め
、

現
在
運
行
し
て
い
る
の
は
１
両
編
成
の
気
動

車（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
）「
イ
セ
Ⅲ
型
」の
み
で

す
が
、そ
の
車
両
に
も
特
長
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
と
い
う
と
の
ん
び
り
し
た
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
伊
勢

鉄
道
」は
、河
原
田
〜
鈴
鹿
、河
芸
〜
東
一
身
田

は
時
速
1
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
速

さ
で
走
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
か
つ
て
国
鉄
伊

勢
線
と
し
て
設
計
さ
れ
た
高
規
格
や
直
線
路

線
が
あ
り
、乗
り
入
れ
す
る
Ｊ
Ｒ
特
急
と
連

携
し
た
速
達
性
を
重
視
し
て
い
る
た
め
で
す
。

１
両
編
成
で
時
速
1
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
も
あ
り
、年
１
〜
２
回
グ

リ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
そ
う
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
先
も
地
域
密
着
の
鉄
道
会
社
と

し
て
、地
域
住
民
の
移
動
手
段
を
守
っ
て
い
き

た
い
」と
語
る
取
締
役
の
石
野 
雅
美
さ
ん
。

地
域
の
生
活
に

な
く
て
は
な
ら

な
い
路
線
と
し

て
、今
日
も
走
り

続
け
て
い
ま
す
。

出
す
非
電
化
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
は
全
国
で
も

珍
し
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
車
両
は

バ
ス
の
設
計
を
鉄
道
車
両
に
応
用
し
た
ワ

ン
マ
ン
気
動
車
で
、
１
両
で
前
後
両
方
に

運
転
台
が
あ
る
の
も
ロ
ー
カ
ル
線
な
ら
で

は
で
す
。

　
鉄
道
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
等
協
議
会
が
主
催
す
る

御
朱
印
帳
の
鉄
道
版「
鉄
印
帳
」に
参
加
し
て

お
り
、「
鈴
鹿
」駅
で
伊
勢
型
紙
の
技
法
を
活
か

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
印（
デ
ジ
タ
ル
鉄
印
も
あ

り
）を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、み
え
応
援

ポ
ケ
モ
ン「
ミ
ジ
ュ
マ
ル
」が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

10 9

のどかな田園の中を一両で走る

伊勢鉄道株式会社 取締役
石野 雅美さん

【
鈴
鹿
市
桜
島
町
】

【
鈴
鹿
市
桜
島
町
】

四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
め
る
単
行
列
車

四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
め
る
単
行
列
車

伊
勢
鉄
道  

伊
勢
線

伊
勢
鉄
道  

伊
勢
線

※

※ ※

地元住民の貴重な移動手段

４両を所有している

車内のようす

整備中の車両

鉄印（デジタル） 鉄印（紙）

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
伊
勢
鉄
道
株
式
会
社
」

鈴
鹿
市
桜
島
町
１
丁
目
20
番
地

お
問
い
合
わ
せ

か
わ
ら

だ

か
わ

ま
さ
み

ひ
が
し

げ

い
し
ん
で
ん



　
古
い
家
並
み
が
残

る
伊
賀
の
町
を
、忍

者
列
車
が
走
り
ま
す
。

鋭
い
目
つ
き
で
、前

傾
姿
勢
で
走
る
忍
者

を
思
わ
せ
、強
い
イ

ン
パ
ク
ト
。
大
正
ロ

マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る

駅
舎
や
レ
ン
ガ
の
跨

線
橋
な
ど
の
レ
ト
ロ

な
風
景
と
絶
妙
な
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
で
す
。

「
忍
者
列
車
が
登
場

し
た
の
は
平
成
9

（
１
９
９
７
）年
か
ら

で
、漫
画
家
の
松
本 

零
士
さ
ん
の
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
青・緑・ピ

ン
ク
の
3
色
の
忍
者

列
車
が
あ
り
、緑
色

は〝
木
育
ト
レ
イ
ン
〞

と
な
っ
て
い
て
、車

内
に
三
重
県
産
の
杉

が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
よ
」と
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
、

伊
賀
鉄
道 

鉄
道
営

業
部 

総
務
企
画
課

課
長
補
佐
の
中
村 

光
宏
さ
ん
。
平
成
19
（
２

０
０
７
）年
に
近
畿
日
本
鉄
道
か
ら
運
営
が
移

管
さ
れ
て
伊
賀
鉄
道
と
な
る
以
前
か
ら
こ
こ

に
勤
務
さ
れ
て
い
る
、生
え
抜
き
の〝
伊
賀
鉄

道
マ
ン
〞で
す
。

　
忍
者
列
車
以
外
に
も
、伊
賀
鉄
道
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
ふ
く
に
ん
」が
描
か
れ
た
ふ
く
に
ん
列

車
や
、シ
ル
バ
ー
に
赤
い
ラ
イ
ン
の
入
っ
た
車

両
も
走
っ
て
い
ま
す
。
網
棚
の
隅
に
小
さ
な

忍
者
が
潜
ん
で
い
た
り
、「
上
野
市
」駅（
愛
称・

忍
者
市
駅
）の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
上
に
は
と
び

か
か
っ
て
き
そ
う
な
忍
者
が
い
た
り
、電
車
や

駅
の
随
所
に
、こ
れ
で
も
か
と
い
わ
ん
ば
か
り

に
乗
客
を
楽
し
ま
せ
る
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
路
線
が
開
通
し
た
の
は
大
正
5（
１

９
１
６
）年
と
古
い
の
で
す
よ
。
初
め
は
、上

野
駅
連
絡
所（
現
在
の
関
西
本
線『
伊
賀
上
野
』

駅
）と『
上
野
町
』駅（
現・『
上
野
市
』駅
）と
を

結
ん
で
い
ま
し
た
。
大
正
11（
1
9
2
2
）年
に

庄
田
駅（
現・伊
賀
神
戸
駅
）を
含
む
路
線
が
開

通
し
、今
も
J
R『
伊
賀
上
野
』駅
か
ら
伊
賀
市

客
の
中
に
は
、忍
者
列
車
に
乗
る
こ
と
を
目
的

に
来
ら
れ
る
方
も
多
い
の
だ
と
か
。「
忍
者
列

車
か
ら
、忍
者
の
装
束
に
身
を
包
ん
だ
お
客
さ

ま
が
大
勢
降
り
て
く
る
、と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
頻
繁
に
あ
り
ま
す
よ
」と
の
こ
と
。
伊
賀
市

が
世
界
的
に〝
ニ
ン
ジ
ャ
の
ま
ち
〞と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
の
が
実
感
さ
れ
ま
す
。

　
「
開
業
当
時
は
蒸
気
機
関
車
で
し
た
が
、大

正
15（
1
9
2
6
）年
に
電
化
さ
れ
、
今
年
は

〝
電
化
1
0
0
年
〞の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た

り
ま
す
の
で
、毎
年
5
月
3
日
に
行
っ
て
い
る

『
伊
賀
線
ま
つ
り
』は
盛
大
に
行
う
予
定
で
す
」。

車
掌
体
験
や
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、軌
道

自
転
車
な
ど
の
体
験
の
ほ
か
、他
社
の
グ
ッ
ズ

販
売
な
ど
も
あ
り
、毎
年
好
評
の
催
し
で
す
。

ほ
か
に
も
車
内
で
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む「
甘
い

も
ん
と
れ
い
ん
」や
、鉄
橋
の
上
に
列
車
を
停

め
て
特
等
席
で
見
る「
花
火
鑑
賞
列
車
」な
ど
、

大
人
気
の
企
画
も
あ
り
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
ご
確
認
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

の
中
心
部
を
通
っ
て
近
鉄『
伊
賀
神
戸
』駅
を

結
び
、市
民
の
足
と
し
て
も
、観
光
に
来
ら
れ

る
方
々
に
も
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。

通
勤
や
通
学
の
ほ
か
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光

12 11

忍者列車の横にはかわいいネコのイラストが

中村 光宏さん

【
伊
賀
市
上
野
】

【
伊
賀
市
上
野
】

忍
び
の
ま
ち
を
忍
者
列
車
が
走
る

忍
び
の
ま
ち
を
忍
者
列
車
が
走
る

伊
賀
鉄
道  

忍
者
鉄
道

伊
賀
鉄
道  

忍
者
鉄
道

※

※※

フクロウの忍者「ふくにん」の列車

運転シミュレーション

「花火鑑賞列車」で絶景を

大正時代に建った
「上野市」駅の駅舎

木育トレインの網棚には小さな忍者が

線路上を走る軌道自転車

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
伊
賀
鉄
道
株
式
会
社
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

２
１ ‒ 

０
８
６
３

お
問
い
合
わ
せ

か
ん
べ

©松本零士／零時社
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監
督
の
映
画「
埋
も
れ
木
」の
撮
影
が
平
成
16

（
２
０
０
４
）年
５
月
か
ら
３
か
月
間
に
わ
た
り

鈴
鹿
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。翌
年
の
上
映
を
きっ

か
け
に
、そ
の
撮
影
に
関
わっ
た一部
の
メ
ン
バ
ー

で「
今
後
も
何
か
出
来
な
い
か
？
」と
、平
成
17

（
２
０
０
５
）年
に
結
成
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

設
立
当
時
の
鈴
鹿
市
で
は
演
劇
に
親
し
む
機
会

が
少
な
く
、芝
居
を
演
じ
る
楽
し
さ
や
創
る
楽

し
さ
、観
る
素
晴
ら
し
さ
を
沢
山
の
方
々
に
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
鈴
鹿
市
の
市
の
花
、

「
サ
ツ
キ
」を
劇
団
名
に
付
け
ま
し
た
。

―
―
年
1
回
の
定
期
公
演
の
ほ
か
、具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

長
谷
川
…
高
齢
者
施
設
や
養
護
施
設
、幼
稚
園

や
保
育
園
、各
自
治
体
の
イ
ベン
ト
な
ど
に
出
向

き
、伺
う
場
所
に
合
わ
せ
て
歌
や
踊
り
、朗
読
劇
、

―
―
活
動
を
始
め
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い

長
谷
川
…
第
58
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
特
別

上
映
さ
れ
、国
内
外
で
注
目
さ
れ
た
小
栗 

康
平

演
劇
を
交
え
た
体
操

な
ど
を
年
10
〜
20
回

ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

社
協
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

は「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
」や「
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
」の
お
手
伝
い

な
ど
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
か
ら
は
、

三
重
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
取

り
組
み
に
沿
って
、演
劇
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な

ど
を
通
じ
た
17
項
目
の
達
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

な
が
ら
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鈴
鹿
亀
山
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、演

劇
を
通
じ
た
特
殊
詐
欺
啓
発
の
た
め
の
巡
回

公
演
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

現
す
る
場
で
あ
り
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、団
員
以
外
に〝
団
友
〞さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
、

公
演
や
裏
方
の
仕
事
、活
動
を
手
伝
って
く
れ
る

協
力
者
の
方
々
が
い
ま
す
。〝
団
友
〞さ
ん
の
協

力
に
感
謝
し
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
活
動
の
な
か
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か

長
谷
川
…
私
た
ち
の
活
動
は
、「
楽
し
み
な
が

ら
芸
術
文
化
の
向
上
を
は
か
る
」と
い
う
理
念

の
も
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
と
の
交

流
を
は
か
り
、も
っ
と
鈴
鹿
を
知
っ
て
も
ら
い
、

興
味
を
持
って
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
演

―
―
お
仕
事
や
学
業
と
両
立
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、練
習
や
活
動
は
ど
の
よ
う

に
な
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

長
谷
川
…
練
習
は
毎
週
土
曜
日
に
白
子
周
辺

で
集
まって
行
って
い
ま
す
。
団
員
は
10
代
の
若

者
か
ら
80
代
ま
で
年
代
が
幅
広
く
、そ
れ
ぞ
れ

仕
事
や
学
業
が
あ
る
の
で
、活
動
は
そ
の
日
に
参

加
で
き
る
人
で
で
き
る
こ
と
が
何
か
、を
考
え
て

行
い
ま
す
。
強
制
は
せ
ず
、可
能
な
と
き
は
で

き
る
だ
け
参
加
。
活
動
一
つ
ひ
と
つ
、団
員
の

発
想
力
で
テ
ー
マ
か
ら
内
容
ま
で
決
め
て
い
き
、

で
き
る
こ
と
を
形
に
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
、子
ど
も
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
実

いま、グループネット

お問い合わせ

「劇団花さつき」
TEL 090 - 9276 - 9996

三
重
県
鈴
鹿
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
市
民
劇
団「
劇
団
花
さ
つ
き
」。
現
在
は
６
名
の
子
ど
も
を
含
む

１５
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
鈴
鹿
の
歴
史
や
伝
統
産
業
、文
化
、伝
説
、昔
話
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
、

年
１
回
の
定
期
公
演
開
催
を
活
動
の
中
心
に
し
、高
齢
者・養
護
施
設
な
ど
へ
の
慰
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、鈴
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
。
多
く
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、鈴
鹿
市
の
芸
術
文
化
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

20
周
年
記
念
公
演「
鈴
鹿
の
は
じ
ま
り 

〜
私
た
ち
が
出
会
っ
た
、鹿
〜
」が
令
和
８

年
１
月
31
日
、２
月
１
日
に
ハ
ヤ
シ
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
文
化
ホ
ー
ル
鈴
鹿
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
鈴
鹿
市
の
誕
生
を
、市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ベ
ル
デ
ィ
」か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
て
、「
劇
団
花
さ
つ
き
」が
脚
本
・

演
出
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
す
。
そ
の

稽
古
で
出
演
者
が
揃
い
、熱
心
に
演
劇
に

励
む
な
か
、合
間
を
縫
っ
て
代
表
の
長
谷

川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

劇
を
通
じ
て
色
々
な
考
え
を
持
つ
人
が
い
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
、相
手
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
が「
犯
罪
の
少
な
い
ま

ち
づ
く
り
」に
繋
が
る
と
考
え
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、私
た
ち
は
仕
事
で
培
っ
た
ス
キ
ル
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
社
会
貢
献
す
る
活
動
・プ

ロ
ボ
ノ
を
20
年
前
か
ら
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

私
を
含
め
2
名
が
看
護
師
な
の
で
、認
知
症
や

精
神
障
害
疾
患
を
持
つ
方
への
対
応
や
傾
聴
な

ど
の
団
内
講
座
を
開
き
、公
演
に
役
立
て
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
も
着
付
け
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
講
座

な
ど
、活
動
に
必
要
な
教
養
講
座
を
開
き
、常

に
向
上
心
を
持
ち
、楽
し

み
な
が
ら
活
動
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
―
皆
さ
ん
が
団
結
し
、

目
的
を
も
っ
て
活
き
活

き
と
練
習
に
励
む
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
大
島 

千
佳

代表・制作担当
長谷川 祐美子さん

劇
団
花
さ
つ
き

２０周年記念公演「鈴鹿のはじまり」

20周年記念公演関係者の皆さん

※

イベント活動にて※

高齢者施設での訪問公演の様子※

だ
ん
と
も

創立メンバー
長谷川 廣（ひろし）さん

創立メンバー
薗部 きよえさん
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号
を
渡
る
と
、今
度
は
右
手
の
細
い
道
に
入
り
、

「
孝
女
登
勢
の
墓
で
す
」と
坂
中
さ
ん
。「
江
戸

時
代
に
実
在
し
た
女
性
で
、さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

を
乗
り
越
え
て
養
父
母
に
尽
く
し
ま
し
た
。

そ
の
話
が
当
時
の
藩
主・藤
堂 

高
兌
公
に
伝

わ
り
、米
な
ど
の
ほ
う
び
を
賜
り
、そ
の
後
に

も
年
貢
の
か
か
ら
な
い
田
畑
を
与
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
」と
の
解
説
を
受
け
て
、「
天

保
11（
１
８
４
０
）年
に
登
勢
が
亡
く
な
る
と
、郡

奉
行
だ
っ
た
平
松
楽
斎
の
進
言
で
、家
の
敷
地

内
に
こ
の
墓
を
建
て
ま
し
た
。
昭
和
16（
１
９
４

１
）年
に
は
県
の
指
定
史
跡
と
な
り
、明
治
35

（
１
９
０
２
）年
に
は
津
市
の
偕
楽
公
園
に
も
碑

　
津
市
立
村
主
小
学
校
南
門
前
の
広
場
で
待

ち
合
わ
せ
て
、ス
タ
ー
ト
。
門
を
背
に
し
て
右

側・南
西
の
方
向
に
歩
き
始
め
ま
す
。
歩
き
始

め
て
す
ぐ
、最
初
の
信
号
の
手
前
で
小
林
会
長

が
立
ち
止
ま
り
ま
し
た
。「
今
は
埋
め
戻
さ
れ

て
い
ま
す
が
、こ
こ
は『
ゆ
ふ
け
遺
跡
』で
す
。

こ
こ
で
は
、縄
文
時
代
後
期
の
土
器
や
竪
穴
式

の
住
居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
付
近
に
は
古
い
住
居
跡
な
ど
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
」。

　
古
代
の
遺
跡
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
信

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
」と
前
田
さ
ん
。「
親

孝
行
は
大
事
だ
と
、子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
よ
く

聞
か
さ
れ
た
も
の
で
す
」と
話
が
弾
み
ま
す
。

　
お
墓
の
前
の
路
地
を
進
ん
で
行
く
と
、善
福

寺
に
出
ま
す
。「
平
安
時
代
後
期
の
毘
沙
門
天

立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
」「
土
の
中
に
埋

ま
っ
て
い
た
の
を
掘
り
起
こ
し
、
こ
の
お
寺

に
安
置
し
た
と
い
わ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
」「
年
に
一
度
、1
月
の

最
終
日
曜
に
だ
け
、ご
開
帳
さ
れ
ま
す
」と
の

こ
と
。 

ほ
ん
の
短
い
距
離
の
中
で
、縄
文
、江

戸
、平
安
と
3
つ
の
時
代
の
物
語
に
出
合
え
ま

し
た
。

の
碑
が
あ
り
ま
す
」。
四
つ
角
を
左
に
曲
が
り
、

県
道
4
1
1
号
の
側
道
か
ら
本
線
に
入
り
ま

す
。「
前
に
見
え
る
の
が
長
谷
山
。
昔
は
櫛
形

山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
真
横
か
ら
見
る
と

櫛
の
形
に
見
え
る
で
し
ょ
う
」と
説
明
を
聞
き

な
が
ら
田
園
風
景
の
中
を
し
ば
ら
く
歩
く
と
、

大
き
な
イ
ノ
シ
シ
の
造
り
物
が
飾
ら
れ
て
い
る

会
社
の
前
に
出
ま
す
。
こ
の
会
社
の
前
に
あ
る

横
断
歩
道
を
渡
り
、右
手
の
細
い
道
を
進
ん
で

行
く
と
、丘
の
ふ
も
と
に
出
ま
す
。

　
こ
の
丘
の
上
に
あ
る
の
は
大
市
神
社
。一
対

　
善
福
寺
の
門
前
の
道
に
続
く
、細
い
橋
を
通
っ

て
穴
倉
川
を
渡
り
ま
す
。「
こ
の
橋
は
通
称・松

島
橋
。
昭
和
初
期
に
松
島 

弥
三
八
さ
ん
の
寄

付
で
で
き
た
橋
で
、そ
の
後
架
け
替
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、地
元
の
皆
さ
ん
に
は
重
宝
さ
れ
て
い
る

橋
で
す
」。
隣
に
か
か
る
大
き
い
橋
は
、「
連
部
今

徳
2
号
橋
」。こ
れ
を
渡
る
と
今
徳
に
入
り
ま
す
。

　
「
こ
の
付
近
に
は
、中
世
の
山
城
跡
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。
右
手
に
見
え
る
こ
ん
も
り
と
し

た
森
は
連
部
城
跡
。
も
う
少
し
正
面
寄
り
の

家
並
み
の
中
、南
光
寺
の
裏
手
に
は
今
徳
城
址

の
狛
犬
の
間
に
、長
い
石
段
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
左
手
奥
に
は
、軽
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
る
坂
道

が
あ
り
ま
す
の
で
、階
段
が
苦
手
な
方
は
こ
ち

ら
か
ら
ど
う
ぞ
」と
の
こ
と
。「
大
市
神
社
は
、

延
喜
式
に
載
る
古
い
由
緒
の
お
社
で
、も
と
は

別
な
場
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、
慶
長
５（
１
６

０
０
）年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
関
連
し
た
戦
乱

で
焼
失
し
、こ
の
地
に
祠
を
建
て
て
再
建
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」。
石
段
を
上
り
終
え
、

拝
殿
前
で
神
様
に
ご
挨
拶
。
す
る
と「
こ
こ
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
小
さ
な
狛
犬
さ

ん
が
い
る
の
で
す
よ
」と
、前
田
さ
ん
。
拝
殿

の
左
手
を
め
ぐ
っ
て
本
殿
の
横
に
行
き
板
垣

り
、こ
こ
で
県
道
を
渡
っ
て
、近
く
に
あ
る
神

社
橋
を
渡
り
ま
す
。

　
川
を
渡
っ
て
、田
園
の
中
を
進
む
道
は
、気

づ
か
な
い
ほ
ど
緩
や
か
な
下
り
坂
。
坂
の
途

中
か
ら
ふ
た
た
び
連
部
地
区
に
入
り
、ス
タ
ー

ト
地
点
に
戻
っ
て
行
き
ま
す
。

　
道
の
右
手
は
広
大
な
田
園
風
景
。
小
林
会

長
が
立
ち
止
ま
り
、「
こ
の
辺
り
は
浄
土
寺
南

遺
跡
と
い
っ
て
、あ
の
小
高
く
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
円
面
硯
や
緑
釉
陶
器・土
器
が
た
く

さ
ん
出
土
し
ま
し
た
。
奈
良
時
代
の
建
物
の

遺
構
や
井
戸
桁
な
ど
も
見
つ
か
り
律
令
制
下

の
郡
の
役
所・郡
衙
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
、遠
く
に
森
が
見
え
る
で

し
ょ
う
」と
指
を
さ
し
ま
す
。「
あ
れ
は
浄
土
寺

城
跡
で
す
。
織
田
勢
が
北
畠
氏
の
一
族
を
攻

め
る
た
め
に
造
ら
せ
た
と
い
わ
れ
て
ま
す
が
、

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
見
渡
す
広
い
田
園

風
景
の
中
に
、遠
い
昔
か
ら
の
歴
史
が
積
み
重

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
浄
土
寺
西
公
園
」の
辺
り
で
、道
は
大
き
く

の
間
か
ら
の
ぞ
く
と
、社
殿
の
足
元
に
小
さ
な

か
わ
い
い
狛
犬
が
座
っ
て
い
て
、ほ
の
ぼ
の
し

た
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
狛
犬
に
別
れ
を
告
げ
、再
び
石
段
を
下
り
て
、

右
手
に
続
く
道
に
進
み
ま
す
。「
こ
こ
は
ず
っ

と
桜
並
木
が
続
い
て
い
ま
す
。
春
に
は
本
当

に
見
事
で
す
」と
坂
中
さ
ん
。
県
道
と
の
交
差

点
の
角
に

は
大
市
神

社
の
名
が

入
っ
た
石

灯
籠
が
あ

カ
ー
ブ
し
、家
並
み
が
続
き
ま
す
。
小
学
校
が

近
づ
き
、子
ど
も
た
ち
が
明
る
い
声
で「
こ
ん

に
ち
は
」と
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
の
に
う
れ

し
い
気
持
ち
で
こ
た
え
な
が
ら
、の
ど
か
な
ま

ち
歩
き
は
ゴ
ー
ル
を
迎
え
ま
し
た
。

16 15

1718

山
と
川
と
田
園
の
風
景
に

歴
史
を
感
じ
な
が
ら

　
津
市
安
濃
は
歴
史
の
深
い
場
所
。
古
代
の

遺
跡
や
平
安
時
代
の
社
寺
、中
世
の
山
城
、江

戸
時
代
の
物
語
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
が
重

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
重
な
り
を
包
み
込
む
よ

う
に
、穏
や
か
な
山
川
と
田
園
が
織
り
な
す
の

び
や
か
な
風
景
が
広
がって
い
ま
す
。

　
今
回
は
、津
市
安
濃
町
の
南
部
、村
主
小
学

校
南
門
前
か
ら
出
発
し
、穴
倉
川
を
渡
っ
て
県

道
4
1
1
号
を
歩
き
、丘
の
上
の
大
市
神
社
に

上
り
、川
の
対
岸
に
広
が
る
田
園
の
中
を
通
って

ス
タ
ー
ト
地
点
に
戻
る
コ
ー
ス
。
神
社
の
石
段

以
外
は
平
坦
で
歩
き
や
す
い
道
の
り
で
す
。

START

■ 行程図　所要時間／約2時間30分 ※所要時間は、おおよその目安です。
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土器などが見つかった「ゆふけ遺跡」

「孝女登勢の墓」

善福寺

毘沙門天立像の収蔵庫

通称・松島橋を渡る

穴倉川に架かる神社橋 大市神社の常夜灯

巨大なイノシシの像が目印
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元を愛するお三方のお勧めは「ゆったりと風景を
楽しみながら歩くこと」。
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を
渡
る
と
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度
は
右
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細
い
道
に
入
り
、
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孝
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勢
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す
」と
坂
中
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ん
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江
戸
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代
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在
し
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で
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ま
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ま
な
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労

を
乗
り
越
え
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養
父
母
に
尽
く
し
ま
し
た
。

そ
の
話
が
当
時
の
藩
主・藤
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高
兌
公
に
伝

わ
り
、米
な
ど
の
ほ
う
び
を
賜
り
、そ
の
後
に

も
年
貢
の
か
か
ら
な
い
田
畑
を
与
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
」と
の
解
説
を
受
け
て
、「
天

保
11（
１
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０
）年
に
登
勢
が
亡
く
な
る
と
、郡

奉
行
だ
っ
た
平
松
楽
斎
の
進
言
で
、家
の
敷
地

内
に
こ
の
墓
を
建
て
ま
し
た
。
昭
和
16（
１
９
４

１
）年
に
は
県
の
指
定
史
跡
と
な
り
、明
治
35

（
１
９
０
２
）年
に
は
津
市
の
偕
楽
公
園
に
も
碑

　
津
市
立
村
主
小
学
校
南
門
前
の
広
場
で
待

ち
合
わ
せ
て
、ス
タ
ー
ト
。
門
を
背
に
し
て
右

側・南
西
の
方
向
に
歩
き
始
め
ま
す
。
歩
き
始

め
て
す
ぐ
、最
初
の
信
号
の
手
前
で
小
林
会
長

が
立
ち
止
ま
り
ま
し
た
。「
今
は
埋
め
戻
さ
れ

て
い
ま
す
が
、こ
こ
は『
ゆ
ふ
け
遺
跡
』で
す
。

こ
こ
で
は
、縄
文
時
代
後
期
の
土
器
や
竪
穴
式

の
住
居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
付
近
に
は
古
い
住
居
跡
な
ど
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
」。

　
古
代
の
遺
跡
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
信

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
」と
前
田
さ
ん
。「
親

孝
行
は
大
事
だ
と
、子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
よ
く

聞
か
さ
れ
た
も
の
で
す
」と
話
が
弾
み
ま
す
。

　
お
墓
の
前
の
路
地
を
進
ん
で
行
く
と
、善
福

寺
に
出
ま
す
。「
平
安
時
代
後
期
の
毘
沙
門
天

立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
」「
土
の
中
に
埋

ま
っ
て
い
た
の
を
掘
り
起
こ
し
、
こ
の
お
寺

に
安
置
し
た
と
い
わ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
」「
年
に
一
度
、1
月
の

最
終
日
曜
に
だ
け
、ご
開
帳
さ
れ
ま
す
」と
の

こ
と
。 

ほ
ん
の
短
い
距
離
の
中
で
、縄
文
、江

戸
、平
安
と
3
つ
の
時
代
の
物
語
に
出
合
え
ま

し
た
。

の
碑
が
あ
り
ま
す
」。
四
つ
角
を
左
に
曲
が
り
、

県
道
4
1
1
号
の
側
道
か
ら
本
線
に
入
り
ま

す
。「
前
に
見
え
る
の
が
長
谷
山
。
昔
は
櫛
形

山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
真
横
か
ら
見
る
と

櫛
の
形
に
見
え
る
で
し
ょ
う
」と
説
明
を
聞
き

な
が
ら
田
園
風
景
の
中
を
し
ば
ら
く
歩
く
と
、

大
き
な
イ
ノ
シ
シ
の
造
り
物
が
飾
ら
れ
て
い
る

会
社
の
前
に
出
ま
す
。
こ
の
会
社
の
前
に
あ
る

横
断
歩
道
を
渡
り
、右
手
の
細
い
道
を
進
ん
で

行
く
と
、丘
の
ふ
も
と
に
出
ま
す
。

　
こ
の
丘
の
上
に
あ
る
の
は
大
市
神
社
。一
対

　
善
福
寺
の
門
前
の
道
に
続
く
、細
い
橋
を
通
っ

て
穴
倉
川
を
渡
り
ま
す
。「
こ
の
橋
は
通
称・松

島
橋
。
昭
和
初
期
に
松
島 

弥
三
八
さ
ん
の
寄

付
で
で
き
た
橋
で
、そ
の
後
架
け
替
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、地
元
の
皆
さ
ん
に
は
重
宝
さ
れ
て
い
る

橋
で
す
」。
隣
に
か
か
る
大
き
い
橋
は
、「
連
部
今

徳
2
号
橋
」。こ
れ
を
渡
る
と
今
徳
に
入
り
ま
す
。

　
「
こ
の
付
近
に
は
、中
世
の
山
城
跡
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。
右
手
に
見
え
る
こ
ん
も
り
と
し

た
森
は
連
部
城
跡
。
も
う
少
し
正
面
寄
り
の

家
並
み
の
中
、南
光
寺
の
裏
手
に
は
今
徳
城
址

の
狛
犬
の
間
に
、長
い
石
段
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
左
手
奥
に
は
、軽
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
る
坂
道

が
あ
り
ま
す
の
で
、階
段
が
苦
手
な
方
は
こ
ち

ら
か
ら
ど
う
ぞ
」と
の
こ
と
。「
大
市
神
社
は
、

延
喜
式
に
載
る
古
い
由
緒
の
お
社
で
、も
と
は

別
な
場
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、
慶
長
５（
１
６

０
０
）年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
関
連
し
た
戦
乱

で
焼
失
し
、こ
の
地
に
祠
を
建
て
て
再
建
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」。
石
段
を
上
り
終
え
、

拝
殿
前
で
神
様
に
ご
挨
拶
。
す
る
と「
こ
こ
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
小
さ
な
狛
犬
さ

ん
が
い
る
の
で
す
よ
」と
、前
田
さ
ん
。
拝
殿

の
左
手
を
め
ぐ
っ
て
本
殿
の
横
に
行
き
板
垣

り
、こ
こ
で
県
道
を
渡
っ
て
、近
く
に
あ
る
神

社
橋
を
渡
り
ま
す
。

　
川
を
渡
っ
て
、田
園
の
中
を
進
む
道
は
、気

づ
か
な
い
ほ
ど
緩
や
か
な
下
り
坂
。
坂
の
途

中
か
ら
ふ
た
た
び
連
部
地
区
に
入
り
、ス
タ
ー

ト
地
点
に
戻
っ
て
行
き
ま
す
。

　
道
の
右
手
は
広
大
な
田
園
風
景
。
小
林
会

長
が
立
ち
止
ま
り
、「
こ
の
辺
り
は
浄
土
寺
南

遺
跡
と
い
っ
て
、あ
の
小
高
く
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
円
面
硯
や
緑
釉
陶
器・土
器
が
た
く

さ
ん
出
土
し
ま
し
た
。
奈
良
時
代
の
建
物
の

遺
構
や
井
戸
桁
な
ど
も
見
つ
か
り
律
令
制
下

の
郡
の
役
所・郡
衙
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
、遠
く
に
森
が
見
え
る
で

し
ょ
う
」と
指
を
さ
し
ま
す
。「
あ
れ
は
浄
土
寺

城
跡
で
す
。
織
田
勢
が
北
畠
氏
の
一
族
を
攻

め
る
た
め
に
造
ら
せ
た
と
い
わ
れ
て
ま
す
が
、

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
見
渡
す
広
い
田
園

風
景
の
中
に
、遠
い
昔
か
ら
の
歴
史
が
積
み
重

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
浄
土
寺
西
公
園
」の
辺
り
で
、道
は
大
き
く

の
間
か
ら
の
ぞ
く
と
、社
殿
の
足
元
に
小
さ
な

か
わ
い
い
狛
犬
が
座
っ
て
い
て
、ほ
の
ぼ
の
し

た
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
狛
犬
に
別
れ
を
告
げ
、再
び
石
段
を
下
り
て
、

右
手
に
続
く
道
に
進
み
ま
す
。「
こ
こ
は
ず
っ

と
桜
並
木
が
続
い
て
い
ま
す
。
春
に
は
本
当

に
見
事
で
す
」と
坂
中
さ
ん
。
県
道
と
の
交
差

点
の
角
に

は
大
市
神

社
の
名
が

入
っ
た
石

灯
籠
が
あ

カ
ー
ブ
し
、家
並
み
が
続
き
ま
す
。
小
学
校
が

近
づ
き
、子
ど
も
た
ち
が
明
る
い
声
で「
こ
ん

に
ち
は
」と
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
の
に
う
れ

し
い
気
持
ち
で
こ
た
え
な
が
ら
、の
ど
か
な
ま

ち
歩
き
は
ゴ
ー
ル
を
迎
え
ま
し
た
。
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1718

山
と
川
と
田
園
の
風
景
に

歴
史
を
感
じ
な
が
ら

　
津
市
安
濃
は
歴
史
の
深
い
場
所
。
古
代
の

遺
跡
や
平
安
時
代
の
社
寺
、中
世
の
山
城
、江

戸
時
代
の
物
語
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
が
重

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
重
な
り
を
包
み
込
む
よ

う
に
、穏
や
か
な
山
川
と
田
園
が
織
り
な
す
の

び
や
か
な
風
景
が
広
がって
い
ま
す
。

　
今
回
は
、津
市
安
濃
町
の
南
部
、村
主
小
学

校
南
門
前
か
ら
出
発
し
、穴
倉
川
を
渡
っ
て
県

道
4
1
1
号
を
歩
き
、丘
の
上
の
大
市
神
社
に

上
り
、川
の
対
岸
に
広
が
る
田
園
の
中
を
通
って

ス
タ
ー
ト
地
点
に
戻
る
コ
ー
ス
。
神
社
の
石
段

以
外
は
平
坦
で
歩
き
や
す
い
道
の
り
で
す
。

START

■ 行程図　所要時間／約2時間30分 ※所要時間は、おおよその目安です。

約160m 約100m 約100m

16

至
近
距
離
に
３
つ
の
時
代

点
在
す
る
山
城
跡
を
見
な
が
ら

神
社
の
下
の
桜
並
木

右
手
に
浄
土
寺
南
遺
跡

津
市
安
濃
町

連
部・今
徳・妙
法
寺

付
近

取
材
・
文
…
堀
口 

裕
世

約900m 約1.1km約550m

土器などが見つかった「ゆふけ遺跡」

「孝女登勢の墓」

善福寺

毘沙門天立像の収蔵庫

通称・松島橋を渡る

穴倉川に架かる神社橋 大市神社の常夜灯

巨大なイノシシの像が目印

大市神社の鳥居と狛犬

本殿前にひっそりと小さな狛犬が見晴らしの良い田園風景の下に遺跡が

村主小学校南門前 「ゆふけ遺跡」 孝女登勢の墓

松島橋 約150m 善福寺大市神社神社橋

穴
倉
川

ご案内くださったのは、「安濃ガイド会―草陰(くさ
かげ）―」の小林 和彦会長（左）と会員の坂中 徳子
（とくこ）さん（中）、前田 笑子（えみこ）さん（右）。地
元を愛するお三方のお勧めは「ゆったりと風景を
楽しみながら歩くこと」。

つ
ら

こ
ん

ど
く

み
ょ
う

ほ
う

じ

べ

す
ぐ
り

あ
な
く
ら

と

せ

た
か
さ
わ

ぐ
ん

え
ん
め
ん
け
ん

り
ょ
く
ゆ
う

が

く
し

や

そ
は
ち

が
た

や
ま

は

せ

や
ま

問
　
「
安
濃
ガ
イ
ド
会―

草
陰―

」
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　神体山と
仰がれてき
た多度山の
麓に鎮座す
る多度大社。
しあわせを
運ぶ神の馬
「白馬伝説」
が伝わる馬
と関わりが
深い神社で
す。上げ馬

神事は、例祭・多度祭で行われる奉納行
事。人馬一体となり、境内にある上げ坂を
駆け上がる躍動的な祭りです。南北朝時
代を起源とし、戦国時代に約40年間中断
しましたが、江戸時代に再開。現在も御厨
と呼ばれる上げ馬神事を奉納する地区に
よって奉仕され、時代に合った形を模索し
ながら現代まで受け継がれています。

三重の祭り
国指定・選択／県指定・選択

多度大社の上げ馬神事
（桑名市多度町多度）
【開催日】5月4・5日

問 多度大社
TEL 0594 - 48- 2037

　創建658年、「伊賀の一宮」として知ら
れる古社・伊賀一之宮 敢國神社。例大
祭では、厄よけや五穀豊穣などを願って
獅子神楽が奉納されます。武将・藤堂高
虎が年頭の祝儀として舞わせていたと
も伝わり、江戸期に津藩・藤堂家の統治
によって形が整えられました。かつては
伊賀全域を巡回し、各地で舞われる獅子
神楽の原型にもなっています。赤いシャ
グマ（毛）を頭全体に被った二頭の獅子
が笛太鼓の緩調子にのって「広前」「剣
の舞」「鼻高」など７つの舞を披露します。 

敢國神社の獅子舞
（伊賀市市一之宮）
【開催日】1月3日、4月17日、12月5日

問 伊賀一之宮 敢國神社
TEL 0595- 23 - 3061
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